
（別紙様式１） 
 

平成２６年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 
 

学 校 名 北方町立北方小学校 

 実 施 期 間 平成２６年１０月３１日（金）～１１月７日（金） 

 

実 施 概 要 

  
① 老人クラブの方々との交流 

 ② 家族参観（総合的な学習の時間の公開） 
③ 地域行事への参加 

 

実 施 内 容 

 学習・取組の分野 
  ■自然   □歴史   □文化   □産業   ■その他 

 公開の方法 
  ■授業公開 □成果発表 ■交流活動 □講演会等 
 
  ■地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 

保 護 者    約５００ 人 
計 約６００ 人 

地域関係者     約１００ 人 

 

実 施 状 況 

① 老人クラブ（長生会）との交流 

  ・１年生が、サツマイモの苗植えの際にお世話になった老人クラブの
皆さんを招待し、収穫したサツイマイモを使って芋きんとんを一緒
に作り交流した。 

 ② 家族参観（フリー参観日） 

  ・フリー参観日として、学校を開放した。３、４年生の授業（総合的
な学習の時間）では、地域行事に参加するための活動を保護者に公
開し、活動の紹介を行った。 

 ③ 地域行事（ふれあい祭り）への参加 

  ・３、４年生が、町内の菓子店とコラボして「北方小にっこり庵」を
出店し、包装紙をデザインし、菓子の販売を行った。 

 

成果及び課題 

＜成果＞ 

 ・老人クラブとの交流は１年生に限らず、委員会活動で落ち葉掃きを一
緒に行ったり、クラブ活動の講師になっていただいたりと幅広い分野
で活躍いただいている。 

 ・地域との関わりの中で行っている活動について、参観日に活動を紹介
したことで、保護者の理解を得ることができ、行事当日も多くの保護
者に協力していただけた。 

 ・地域行事に積極的に参加することを通して、児童は「地域のためにで
きることは何か」を考えることができるようになってきている。 

 ＜課題＞ 

 ・本校は、今年度より北方町よりコミュニティスクールの指定を受けて
おり、今後より一層、保護者や地域の方との連携を図る必要がある。
学校の取組について、保護者や地域へ情報を積極的に伝え、活動の活
性化を図りたい。 

 

 

 


